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この創作活動で使用した音具は，片方の節を残した竹筒 7 本で，それを 1 組として各グ
ループに与えた2。この竹筒は予め C,D,E,F,G,A,H（オクターブの音高差を含む）に音高を
調整していたが，そのことは学生には伝えなかった。 










・グループでの活動時間は 30 分とする。（制約） 
  ・無作為に構成されたグループである。（制約） 











 全 12 グループによる音楽作品の概要は，表 1 の通りである4。 
1 12 グループに  
 
作品の概要  考  察   
1 1 列並び。並び順に竹筒を床に垂直に下して，HACDEFG
と順に１音ずつ鳴らす。そのあとすぐに逆順で鳴らす。次
に CEG の 3 和音 2 回，HDF と 3 和音 2 回。最後にすべて






























3 横並びで緩く楕円形に座る。  







































































3 横並びで緩く楕円形に座る。  
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担ぎ，節をマレットで叩く。しばらく各自が自分のリズム






2 対 2 で向き合うように座る。  
第 1 奏者が 2 本の竹筒を床に交互に，垂直に打ち続ける
（D,C）。第 2 奏者が同様に，2 本の竹筒を交互に静かに床
に打つ（第 1 奏者と同じリズムと速度）。第 3 奏者も同様。
第 4 奏者は 1 本を床に平行に置き，それをマレットで叩く
（リズムは同じ）。第 4 奏者まで揃ったところで徐々に速く
する，第 4 奏者が床に置いていた竹筒を手に持ち，床に垂
直に打つのを合図に，第 1 奏者は 1 本を手に取り，息を吹
き入れ始める。第 4 奏者が床に竹を打ちつつ，合いの手で
竹をマレットでリズムを叩いて入れていく。第 2 奏者，第
3 奏者は異なるリズムパターンで床に 2 本を打って鳴らす。

























4 人が円座に座る。  
第 1 奏者が 2 本の竹筒を交互に床を垂直に叩き，鳴らす。8
拍後に，第 2 奏者が 2 本を倍の速さで床に垂直に当てて鳴
らす。第 3 奏者が第 1 奏者の 2 倍の遅さ（1 拍目）に床に
垂直に当てて，1 本を鳴らす。第 4 奏者が 1 拍目を同様の
奏法で，タンタタとリズムを打ちながら加入する。4 小節
過ぎたところで（頭を振ってカウントしている），第 1 奏者，
第 2 奏者，第 3 奏者は音を止めてマレットを準備する。こ
の時，第 4 奏者のみがリズムパターンを演奏している。  
第 1 奏者が 1 本を手に持ち，マレットで「タタタン」と打
ち始めると，第 2 奏者もマレットで 1 本を 16 分音符で鳴ら
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第 4 奏者のパターンを 4 回演奏したところで，第 1 奏者が
マレットの柄で竹筒を打つと，即座に全員が柄で打ち始め
る。4 小節分打ったところで，各自 90 度右にいる奏者の竹
筒をマレットで打ち，再度 2 小節分を打ったらすぐに自分
の竹筒を打つ。この間，各自のリズムはターンに変化なし。
4 小節そのまま続けて，第 4 奏者にアイコンタクトを取り，
第 4 奏者が 1 拍ごとに打つのを合図に，ほかの 3 名が竹筒
を 2 本手に取り，4 拍後に一斉に竹筒を拍子木のように 16
分音符で打ち合わせたり，擦ったりしながら演奏する。こ











6 名が向き合うように円座。  
第 1 奏者が竹を床に平行に置き，一方の端を持ち上げて落
とす奏法で 4 分音符を刻む。4 拍打ったところで，全員が
一斉に各自のリズムを演奏し始める。1 人ずつ音を止めて

















第 1 奏者の 16 分音符を合図に，2 名が第 1 奏者の叩く拍に
乗って，各自のリズムパターンを演奏する。第 1 奏者が頃
合いを見計らって，16 分音符を叩くと，これまでの奏者が




床を垂直に叩きながら奏する。第 1 奏者の 16 分音符で別の
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5．創作過程の分析―グループ 6 に着目して 
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5．創作過程の分析―グループ 6 に着目して 







　なお，このグループ6では，Z と X が会話によって，W と Y が音を直接出しながら考え
ていく，という特徴が見られた。（事例中の下線は筆者による。以下同じ。）
　この場面では，Z が徐々に音を加えていくことを提案し，それに X が同意している。そ
の会話の傍らで，W が手に持った2本を交互に規則正しく，軽く床を打ち始めている。そ
















X の様子をうかがっている。そこで，X が W と同様に，自分が持っていた2本の竹筒を交
互に規則的に鳴らし始めると，Wは自分が担っていた基盤となるリズムの演奏をXに譲り，







































































回繰り返したあと，Z が「タタタタ…」と入るが，最初は W の拍に合わず，X 笑う。








































































図 1 学生が音楽創作活動で用いたもの 
 
8．考察 
集団での創作活動においては，他者の考えを解釈し，共有したり，兼ね合いを図りなが
ら自分の考えとの調整を行うという，他者との相互作用が当然生じる。また，他者との関
係性の中で音楽をつくる過程では，必ず音を鳴らしたり聴いたりしながら思考を行うが，
それは音を介した自己対話である。  
そして，創作過程で出される音は，創作活動にかかわる者が「奏法（聴覚的効果と視覚
的効果）」，「音楽様式」，「リズム・リズムパターン」，「音高」，「強弱」，「速度」，「タイミン
グ」を取捨選択したり，繋いだり，重ねたり，組み合わたりすることを通して，「音楽作品」
へと仕立て上げられる。その「取捨選択」，「繋ぐ」，「重ねる」，「組み合わせる」といった
行為を支えるものが，過去の学習や経験から得た知識，拍節感，和声感，そして彼ら一人
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して彼ら一人ひとりの音楽観や日本人としての感覚であった。
　本研究における創作活動では，いずれのグループもまずは音の出し方の模索から創作を
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始め，それを経て，音の組み合わせ方（音色，リズム，ハーモニー，強弱，速度など）の
工夫に音楽的な知識に裏打ちされた音楽観を反映させつつ，一つの作品へと集約していく
姿が明らかとなった。
　今回，リズムパターンによる作品が多く見られたが，それは学生にとって，旋律創作が
簡単ではないこと，また，旋律創作を行うには，音具が限定されていたことが理由として
考えられる。この実践で用いた音具は7音を1セットした竹筒であったが，1人あたり1本な
いし2本の竹筒を持って使用せざるを得ず，限られた音，限られた本数で旋律創作を行う
ことが困難であったことは容易に推察できる。しかし，単に「リズムパターンの組み合わ
せ」という特徴が共通していても，そこには多様な工夫を見ることができた。
　全てのグループ発表を見聞きする中で，学生たちが「おおー」と声を上げた作品は，筆
者自身も「高く評価したい」と思う作品であった。つまりこれは，「高く評価する作品に
は何らかの規準が存在している」ことを示唆している。そして，その「規準」を，音楽を
必ずしも専門的に学んでいない学生が潜在的に有している，あるいは共有していることを
も示している。
　筆者自身がなぜその作品を高く評価するのか，学生が「おおー」と声を上げた理由が何
かをその作品に求めた時，評価の視点となっていたものは，組み合わせた音高，音量，音
色，音の長さやリズムパターンの「バランス」，「複雑さ」，「巧緻さ」，「まとまり」であっ
た。つまり，創作での奇抜なアイディアではなく，音として表現された作品の構成や全体
としてのまとまりの中にある複雑さに，創作作品としての価値を見出していると考えられ
る。本研究は創作活動を手がかりとしたものであるが，今後，芸術的な価値と音楽科教育
の評価における価値観との関連性に迫る上で，端緒となるものと考える。
【注】
１　夏堀睦（2005）『創造性と学校』ナカニシヤ出版，p.185。
２　いわゆるフィリピンの民族楽器「トガトン」であるが，その名称や一般的な鳴らし方
は学生に伝えていない。
３　ここでいう「自由」とは，本来の意味で「自由」ではない。グループで活動するとい
うこと自体が「自由」を制限しているが，指導者からの制限や干渉をこの活動内で受
けていない状態であることを，ここでは「自由」と表現している。
４　表1の「考察」欄の＜＞内は，作品の特徴を表すキーワードである。
５　学生の氏名は，無関係のアルファベットで表した。
